
卒
業
を
祝d
ヲ
会
の
ご
案
内

ち主

句F

拝
啓

‘

大
案
、
の
候
、
皆
禄
に
は
益
々
ご
清
栄

e

の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、

西
葛
西
中
学
校
P
T
A
活
動
。に
ご
尽
力
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

さ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
各
々
進
路
を
決
め
、
そ
の
目
－標
民

向
か
っ
て
勇
往
道
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

。

そ
し
て
、
今
春
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
送
路
に
花

e

を
咲
か
せ
、
晴
れ
の

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
と

作
り
ま
す
。

っ
き

re

ま
し
て
は
、
三
年
間
に
一
四
一
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
地
域
の
皆
様
、

久

教
職
員
の
方
々

を
お
迎
え
し
、
感
謝
ぬ
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る
を
と
も
に
、
子
供
た
ん
の
卒
業
を
共
に

、

ν持
祝
い
致悔し
た
く
存

じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
さ
さ

，

W、
か
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
左
記
の
通
ケ

卒
業
を
祝
う
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
マ
は
、
ご
ゑ
忙
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
会
わ
せ
作
品上

J何
卒
ご
臨
席
賜
り
た
く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

。

日
帰
q
よ
り

... 

'!:I 

敬
具

苦宣

.• ，四
戸市！？

も年，，

ー
い

平
成
ヰ
十
九
年
三
月
一
七
日
（
金
）

午
後
Aハ
時
三
0
分
間
宴
（
受
付
午
後
六
時
よ
り
）

サ
ン
ル
！
と

プ
ラ
ザ
求
京
九
階
？
刀
ド
ニ
パ
ル
」 善幸

骨智

日

時

メ、
z、

場

"'" 

’ $ 

尚
、

吟

西
葛
西
中
学
校
出
発
の
送
迎
パ
ス
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
／

ご
利
用
の
方
は
、
同
封
の
は
が
き
に
て
お
知
ら
せ
・く
だ
さ
い

心

午
後
五
時
三
O
分
出
発
（
午
後
五
時
ふ
O
分
ま
で
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
）
,. 

色

平
成

十
えA

P 年

月
吉

惨 日

-' 

西

葛
西
中

卒学
業三校
対学 P
策年 T
委ぷ 委 A 
員員会
長長長

同

佐
藤
晃
嘉

醍
醐
忠
利

手

鵜
飼
q

静
香

司、

同

求
賓
各
位

試
に
恐
縮
で
は
コ

ざ
い
ま
す
が
ψ

準
備
の
都
合
入
、
同
封
の
は
が
き
に
て
＼
ご
出
欠
と

河

ま
で
に
お
炉
ら
せ
く
だ
さ
い

。

句
”

送
迎
パ
ス
の
ご
利
用
の
有
無
を
、
二
点
三
日
（
金
）


